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は
じ
め
に

『
長
谷
寺
験
記
』
　
は
奈
良
県
桜
井
市
初
瀬
に
あ
る
長
谷
寺
が
本
尊
十
一
両

観
音
の
布
教
の
た
め
に
十
二
世
紀
か
ら
十
三
世
紀
初
頭
に
寺
内
外
に
伝
わ
る

霊
験
葦
を
寺
側
の
立
ち
場
で
集
め
整
理
し
た
も
の
で
'
当
時
全
国
で
活
躍
し

て
い
た
勧
進
聖
と
呼
ば
れ
た
布
教
憎
た
ち
の
説
教
講
話
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
的
な

役
目
を
果
す
と
共
に
'
又
そ
れ
ら
の
僧
達
の
活
躍
に
よ
っ
て
成
長
し
た
仏
教

説
話
集
で
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
る
(
-
)
。

さ
て
、
長
谷
寺
の
十
一
両
観
音
に
対
す
る
信
仰
は
　
『
晴
蛤
日
記
』
　
や
　
『
更

級
日
記
』
　
に
見
え
る
「
長
谷
詣
で
」
　
の
記
事
や
'
『
日
本
霊
異
記
』
　
に
見
え

る
霊
験
譜
か
ら
考
え
て
も
、
か
な
-
早
く
か
ら
巾
広
-
、
熱
烈
な
も
の
が
あ
っ

た
と
思
わ
れ
、
そ
れ
ら
が
ど
の
よ
う
な
形
で
、
こ
の
中
世
初
頭
の
説
話
集
に

集
約
さ
れ
て
い
る
か
'
又
へ
　
そ
の
信
仰
の
実
体
が
ど
の
よ
う
に
所
収
説
話
の

中
に
見
え
か
-
れ
し
て
い
る
か
な
ど
興
味
の
尽
き
な
い
も
の
が
あ
る
。

中
で
も
新
長
谷
寺
に
関
す
る
説
話
は
'
直
接
、
寺
の
勢
力
伸
長
に

か
か
わ
る
布
教
の
歴
史
が
説
話
種
と
な
っ
て
い
る
も
の
で
'
十
一
面

観
音
信
仰
の
拡
大
の
様
相
を
示
す
興
味
深
い
も
の
で
あ
る
。
今
回
は

新
長
谷
寺
に
関
す
る
説
話
の
中
か
ら
、
坂
上
田
村
麿
伝
説
と
か
ら
ん

だ
下
巻
第
五
話
の
「
田
村
将
軍
得
馬
勝
軍
建
立
新
長
谷
寺
事
」
　
に
つ

い
て
探
っ
て
み
る
。

一
　
『
長
谷
寺
験
記
』
　
下
巻
第
五
話
の
問
題
点

『
長
谷
寺
験
記
』
　
(
以
下
『
験
記
』
　
と
略
す
)
　
の
新
長
谷
寺
に
関

す
る
説
話
は
'
上
巻
第
九
話
「
唐
大
梁
祖
取
囲
位
建
立
新
長
谷
寺
」

と
下
巻
第
一
話
「
雷
未
建
立
前
輪
此
山
者
成
所
願
事
付
諸
人
得
益
事
」

と
本
話
の
計
三
話
で
あ
-
、
上
巻
第
九
話
は
長
谷
寺
の
勢
力
が
日
本

国
内
の
み
な
ら
ず
唐
国
に
ま
で
伸
び
た
こ
と
を
語
る
宋
州
岩
山
の
新

長
谷
寺
、
下
巻
第
一
話
は
、
寺
は
勿
論
の
こ
と
へ
　
観
音
も
「
顕
レ
タ

マ
ハ
ザ
ル
前
一
百
年
バ
カ
リ
」
　
に
、
す
で
に
初
瀬
の
十
一
両
観
音
は

霊
験
あ
ら
た
か
で
あ
っ
た
と
い
う
信
州
更
級
の
新
長
谷
寺
の
話
で
あ

る
。こ
こ
で
問
題
に
す
る
下
巻
第
五
話
の
新
長
谷
寺
説
話
は
、
「
延
暦

十
六
年
坂
上
田
村
麿
が
東
夷
征
伐
の
宣
旨
を
蒙
-
東
国
へ
向
か
う

折
、
長
谷
寺
に
参
詣
し
て
軍
安
穏
を
祈
-
下
山
し
た
と
こ
ろ
へ
　
長
谷

寺
清
浄
坊
の
僧
よ
り
葦
毛
の
馬
が
届
け
ら
れ
'
翌
年
そ
の
馬
に
乗
っ

て
出
陣
す
る
。
馬
は
山
を
飛
び
海
を
走
-
'
手
綱
を
執
る
ま
で
も
な

-
、
射
ら
る
る
矢
を
避
け
て
田
村
麿
を
戦
勝
に
導
-
。
戦
い
終
-
陸
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奥
国
三
ノ
ハ
ザ
マ
に
来
る
や
突
如
馬
は
死
に
、
馬
の
墓
が
光
を
放
つ
の
を
怪

し
ん
で
掘
っ
て
み
る
と
、
馬
は
十
一
面
観
音
で
あ
っ
た
。
」
と
す
る
も
の
で

あ
る
。田
村
麿
が
こ
こ
に
建
て
た
寺
が
三
ノ
ハ
ザ
マ
の
新
長
谷
寺
で
あ
る
が
へ
　
こ

の
説
話
に
は
三
つ
の
問
題
点
が
あ
る
よ
う
に
思
う
。
一
つ
は
清
水
寺
を
建
立

し
観
音
を
配
っ
た
田
村
麿
の
説
話
が
何
故
「
清
水
観
音
霊
験
講
」
で
な
く
『
験

記
』
　
に
「
長
谷
観
音
の
霊
験
講
」
と
し
て
採
ら
れ
て
い
る
の
か
。
二
つ
は
田
村

麿
の
軍
馬
説
話
が
'
他
の
種
々
の
田
村
麿
説
話
の
中
で
ど
う
位
置
づ
け
ら
れ

る
の
か
。
三
つ
は
説
話
後
半
に
「
凡
田
村
ハ
彼
ノ
寺
ト
同
時
二
奥
州
二
寺
ヲ

立
ル
コ
ト
六
箇
所
。
同
十
九
年
六
月
十
六
日
同
時
二
彼
ノ
六
箇
寺
ヲ
供
養
シ

ケ
ル
ニ
モ
。
田
村
六
所
二
分
身
シ
テ
同
時
供
養
ノ
合
場
二
着
座
シ
テ
聴
聞
ヲ

ゾ
遂
ラ
レ
サ
ル
。
」
と
あ
り
、
他
の
新
長
谷
寺
説
話
に
於
て
は
l
新
長
谷
寺

を
建
立
し
て
い
る
の
に
対
し
、
こ
の
田
村
麿
に
よ
る
新
長
谷
寺
説
話
だ
け
が

三
ノ
ハ
ザ
マ
の
新
長
谷
寺
の
他
へ
　
六
ケ
寺
を
建
立
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ

た
と
い
う
特
異
性
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
点
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
と
思
う
。

二
　
畿
内
に
於
け
る
田
村
麿
説
話
の
様
相

ま
ず
、
こ
の
「
田
村
麿
の
軍
馬
」
　
の
話
が
ど
の
よ
う
に
形
成
さ
れ
た
か
見

る
た
め
に
幾
内
の
様
相
を
探
る
。

①
「
田
村
麿
責
伝
」
と
　
『
田
村
麿
伝
記
』
　
の
頃

坂
上
田
村
麿
(
七
五
八
年
～
八
二
年
)
　
が
亡
-
な
っ
た
直
後
へ
実
際
に

田
村
麿
を
知
っ
て
い
た
人
が
生
き
て
い
た
時
代
に
田
村
麿
が
ど
の
よ
う
な
人

と
し
て
人
々
に
と
ら
え
ら
れ
て
い
た
か
は
　
『
日
本
後
記
』
　
嵯
峨
天
皇
弘
仁
二

年
五
月
升
三
日
条
に
見
え
る
「
田
村
麿
菱
伝
」
と
嵯
峨
天
皇
御
制
と
伝
え
る

『
田
村
麿
伝
記
』
　
(
『
群
書
類
従
』
第
五
輯
所
収
)
　
に
よ
っ
て
知
る
こ
と
が
出

来
る
。
前
者
は
六
十
余
字
へ
後
者
は
六
百
余
字
で
'
後
者
の
方
が
や
ゝ
詳
し

-
、
修
飾
も
多
-
な
っ
て
い
る
が
、
共
に
帰
化
人
阿
智
王
に
つ
な
が
る
苅
田

麿
の
子
で
あ
る
こ
と
を
説
-
出
自
に
始
ま
-
、
征
夷
大
将
軍
と
し
て
の
業
績

を
述
べ
る
に
終
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
資
料
の
妥
当
性
に
つ
い
て
は
へ
　
嵯
峨

天
皇
御
制
の
是
非
な
ど
問
題
は
あ
る
も
の
の
(
二
)
、
共
に
そ
の
形
容
に
「
赤

面
黄
孝
・
勇
力
過
大
」
と
い
っ
た
同
じ
表
現
が
現
わ
れ
る
等
、
ほ
ゞ
同
時
代

の
も
の
で
あ
る
こ
と
は
疑
い
を
入
れ
な
い
。
こ
れ
が
九
世
紀
前
半
頃
ま
で
の

畿
内
人
の
田
村
麿
認
識
と
い
っ
て
い
い
だ
ろ
う
。

②
『
清
水
寺
縁
起
』
　
を
中
心
と
す
る
古
代
説
話
集
の
頃

次
に
田
村
麿
説
話
と
し
て
我
々
の
目
に
触
れ
る
の
は
'
十
一
世
紀
前
後
の

説
話
集
に
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
時
代
の
畿
内
の
人
々
に
知
ら
れ
た

田
村
麿
像
は
『
清
水
寺
縁
起
』
　
の
影
響
下
に
あ
る
も
の
で
『
扶
桑
略
記
』
　
(
延

暦
十
七
年
七
月
二
日
条
)
、
『
今
昔
物
語
集
』
　
(
巻
十
一
ノ
丹
二
話
)
へ
　
『
帝
王

編
年
記
』
　
(
延
暦
十
五
年
三
月
の
条
)
　
等
々
に
採
-
上
げ
ら
れ
る
田
村
麿
説

話
な
ど
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
は
元
を
た
だ
せ
ば
全
て
　
『
清
水
寺
縁
起
』
　
に
端

を
発
す
る
も
の
で
あ
る
。

『
清
水
寺
縁
起
』
　
は
現
在
へ
　
大
学
頭
藤
原
明
衡
　
(
九
八
九
年
～
一
〇
六
六

午
)
　
作
と
さ
れ
る
も
の
　
(
『
新
校
群
書
類
従
』
　
所
収
)
　
と
'
作
者
不
明
の
、

前
述
の
も
の
よ
り
や
ゝ
説
話
と
し
て
成
長
し
た
、
長
文
の
も
の
　
(
『
続
群
書

類
従
』
所
収
)
　
の
二
つ
が
知
ら
れ
て
い
る
が
、
い
ず
れ
に
も
東
夷
征
伐
の
折

の
軍
馬
説
話
は
見
ら
れ
な
い
。
特
に
後
者
は
十
二
世
紀
初
頭
の
　
『
今
昔
物
語

集
』
　
が
巻
十
一
ノ
汁
二
話
に
引
い
た
出
典
と
考
え
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
が
'
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『
今
昔
物
語
集
』
　
の
引
い
た
部
分
の
少
し
後
に
、
『
清
水
寺
縁
起
』
　
は
田
村

麿
東
夷
征
伐
の
記
事
を
次
の
よ
う
に
載
せ
て
い
る
。
　
-
　
首
途
之
日
。
将
軍

語
延
鎮
云
。
我
奉
勅
所
遣
夷
地
。
露
命
草
身
死
生
只
在
大
師
誓
願
之
力
乞
也
。

-
中
略
-
東
園
平
定
。
将
軍
京
上
。
越
合
坂
閲
人
草
之
夕
。
先
拝
観
音
。
次

謁
延
鎮
云
。
愚
夫
依
上
人
祈
巳
平
乱
再
入
京
都
。
流
涙
歓
喜
。
1
即
ち
田

村
麿
は
出
征
の
折
、
共
に
清
水
寺
を
建
て
た
延
鏡
を
通
し
て
清
水
の
観
音
に

祈
願
し
、
無
事
に
東
国
平
定
を
終
え
て
い
る
の
で
あ
る
。

私
寺
と
し
て
清
水
寺
を
建
立
し
、
十
一
面
観
音
を
配
っ
た
田
村
麿
で
あ
る
。

東
征
の
折
も
当
然
清
水
の
観
音
に
祈
っ
た
と
す
る
の
が
当
時
の
幾
内
の
人
々

の
常
識
で
あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
『
扶
桑
略
記
』
と
並
ん
で
'
思
い
が

け
な
い
当
時
の
稀
親
本
か
ら
秘
話
を
拾
い
上
げ
る
大
江
匡
房
の
　
『
江
談
抄
』

に
も
田
村
麿
の
記
事
は
前
記
嵯
峨
天
皇
御
制
の
　
『
田
村
麿
伝
記
』
　
を
拾
っ
て

い
る
の
み
で
あ
る
。
こ
う
し
て
み
る
と
　
『
験
記
』
　
の
ま
と
め
ら
れ
て
い
た
一

二
〇
〇
年
頃
ま
で
の
畿
内
に
田
村
麿
軍
馬
の
説
話
は
存
在
し
な
か
っ
た
と
思

わ
れ
る
の
で
あ
る
。

③
中
世
小
説
の
頃
以
降

と
こ
ろ
が
中
世
小
説
の
頃
に
な
る
と
様
相
は
一
変
す
る
。
お
伽
草
子
の
『
田

村
の
草
子
』
『
鈴
鹿
』
を
初
め
へ
謡
曲
・
幸
若
舞
・
古
浄
瑠
璃
・
神
道
集
等
々
へ

田
村
麿
軍
馬
説
話
の
系
列
に
並
ぶ
と
思
わ
れ
る
賊
退
治
の
話
が
続
出
す
る
の

で
あ
る
(
≡
)
。
賊
の
名
前
は
大
竹
丸
(
大
森
丸
)
・
高
丸
・
悪
路
王
・
立
烏

帽
子
な
ど
と
さ
ま
ざ
ま
で
あ
-
へ
そ
の
居
を
構
え
る
場
所
も
鈴
鹿
山
・
奈
良

坂
山
・
近
江
・
信
州
か
ら
陸
奥
国
田
谷
窟
ま
で
へ
　
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
に
富
ん
で

い
る
が
、
結
局
そ
れ
ら
は
清
水
観
音
の
霊
験
譜
と
つ
な
が
っ
て
い
る
も
の
が

多
く
へ
中
に
は
鞍
馬
寺
の
毘
沙
門
天
と
つ
な
が
る
も
の
も
あ
る
(
四
)
。

こ
れ
ら
中
世
の
田
村
麿
説
話
の
中
か
ら
、
こ
う
し
た
諸
説
話
の
集
大
成
と

も
見
え
る
『
田
村
の
草
子
』
を
通
し
て
中
世
末
期
の
説
話
様
相
を
説
明
し
た

い
と
田
j
う
。

I表　『田封の草子』による中世小説の展開

①　　　　　　②　　　　　　③　　　　　　④

誰が

俊仁将軍
田村丸 田村丸 田村丸 田村丸

(坂上俊宗) (坂上俊宗) (坂上俊宗) (坂上俊宗)

何を

陸奥国高山の 奈良坂山の 伊勢鈴鹿山の 近江の高丸

大竹丸

悪路王 りようせん※2 大竹丸

大とうれん、小と
うれん、けんみよ
うれんの三剣の

うち、けんみよう
れんを奪えず。

何の 天女鈴鹿御前 鈴鹿御前 鈴鹿御前.

助力

で

A (雲霞芸音楽鏑矢)

何の 田村丸俊宗..:観音の化身

化身 鈴鹿御前…竹生島の塀財天

備考

1 最後は清水観音縁起で終るо

2 ※ 1 は 「むつの国はつせの郷田村郷」※2 はりようせん征伐後17歳で将軍とな

り 「むつの国はつせの郷」に錦を飾るо

3 ※3 霧山は達谷窟の成亥方12.3里、高丸 .悪路王の住窟と言 う (『平泉雑記』)
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こ
の
表
は
　
『
田
村
の
草
子
』
　
の
あ
ら
す
じ
に
添
っ
て
説
話
を
整
理
し
た
も

の
で
あ
る
が
、
何
と
五
つ
の
田
村
麿
賊
退
治
譜
が
次
々
に
登
場
す
る
の
で
あ

る
。
こ
の
現
象
は
中
世
に
入
っ
て
出
現
し
た
田
村
麿
の
賊
退
治
説
話
が
中
世

末
頃
に
は
、
鈴
鹿
山
や
奈
良
坂
山
な
ど
古
来
旅
の
難
所
と
言
わ
れ
て
い
た
よ

う
な
所
に
伝
説
と
し
て
語
ら
れ
る
状
況
が
出
来
て
き
て
お
り
、
そ
れ
ら
は
地

域
の
信
仰
と
も
結
び
つ
い
て
い
た
よ
う
で
あ
る
(
五
)
。
当
時
の
人
々
が
『
田

村
の
草
子
』
　
を
ま
と
め
る
た
め
に
は
、
あ
の
話
も
こ
の
話
も
田
村
麿
の
話
だ

と
い
う
状
況
の
中
で
'
席
を
温
め
る
暇
も
無
-
田
村
麿
を
次
か
ら
次
へ
と
賊

征
伐
に
行
か
せ
る
話
が
形
成
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
中
の
一
つ
と

し
て
、
『
験
記
』
　
に
見
ら
れ
る
東
北
地
方
の
田
村
麿
に
よ
る
賊
退
治
講
　
(
表

I
の
⑤
)
　
も
取
り
上
げ
ら
れ
、
そ
の
中
に
は
当
然
、
軍
馬
説
話
の
根
跡
も
残

し
て
い
る
の
で
あ
る
　
(
表
の
⑤
波
線
部
参
照
)
。

三
　
東
北
地
方
の
田
村
麿
伝
説

次
に
東
北
地
方
の
様
相
を
見
る
こ
と
に
す
る
。

①
東
北
地
方
の
田
村
麿
伝
説

東
北
地
方
は
田
村
麿
東
夷
征
伐
の
お
膝
元
で
あ
る
だ
け
に
、
あ
ら
ゆ
る
地

方
に
田
村
麿
伝
説
が
分
布
し
て
お
り
、
そ
の
現
れ
方
も
'
田
村
麿
が
軍
士
を

た

む

ろ

　

　

　

　

　

　

　

　

た

む

ろ

お

か

整
え
督
し
た
所
だ
か
ら
、
「
合
同
」
　
(
宮
城
県
栗
原
郡
三
迫
八
幡
町
)
へ
　
田

村
麿
が
東
征
の
時
、
馬
を
つ
な
い
だ
か
ら
「
駒
繋
ぎ
の
松
」
(
秋
田
県
雄
勝
郡
)

と
い
っ
た
調
子
で
、
そ
の
伝
説
は
田
村
麿
の
足
跡
を
離
れ
、
あ
ら
ゆ
る
場
所
・

事
物
に
渡
っ
て
い
る
。
又
へ
中
世
小
説
の
影
響
か
賊
(
大
森
丸
へ
阿
里
主
へ

赤
頭
へ
高
丸
、
悪
鬼
へ
蟹
な
ど
種
々
)
　
退
治
に
ま
つ
わ
る
伝
説
も
多
-
、
そ

う
し
た
伝
説
を
持
つ
神
社
仏
閣
等
も
北
は
青
森
県
か
ら
南
は
福
島
県
ま
で
東

北
地
方
全
土
に
広
-
分
布
し
て
い
る
(
六
)
。

こ
う
し
た
東
北
地
方
の
田
村
麿
伝
説
の
中
で
、
時
代
を
明
確
に
し
て
い
る

も
の
を
三
つ
紹
介
し
た
い
と
思
う
。
一
つ
は
鎌
倉
末
期
頃
の
伝
説
を
と
ど
め

て
い
る
『
吾
妻
鏡
』
で
あ
る
(
文
治
五
年
九
月
(
二
H
㌫
)
条
)
。
そ
の
本
文
は
'

・
廿
1
日
戊
寅
於
二
伊
淳
郡
鎮
守
府
-
令
レ
奉
二
幣
八
幡
宮
瑞
耗
-
給
。
是
田

村
麿
将
軍
為
レ
征
二
東
夷
一
下
向
時
。
所
レ
奉
二
勤
請
崇
敬
-
之
霊
盾
也
。
彼
卿
所

レ
帯
弓
箭
井
鞭
等
納
ニ
ー
置
之
-
子
レ
今
在
二
賓
戒
-
 
。

・
廿
八
日
乙
酉
・
・
・
前
略
-
御
路
次
之
間
令
レ
臨
二
l
青
山
一
給
。
被
レ
尋
二
其

号
之
虞
田
谷
窟
也
。
是
田
村
麿
利
仁
等
将
軍
奉
二
輪
命
-
征
レ
夷
之
時
。
城
主

悪
路
王
井
赤
頭
等
構
レ
塞
之
岩
屋
也
。
其
厳
洞
前
途
至
二
千
些
十
除
目
。
邸
-

外
漬
-
也
。
坂
上
将
軍
於
二
此
窟
前
-
建
二
-
立
九
間
四
面
精
舎
-
令
下
摸
-
叡
馬
章

安
中
-
置
多
門
天
像
上
。
号
-
西
光
寺
-
 
。
-
後
略
-
。

今
一
つ
は
江
戸
時
代
安
永
年
間
の
　
『
平
泉
雑
記
』
　
(
相
原
友
直
著
・
『
南

部
叢
書
』
　
所
収
)
　
「
田
村
将
軍
建
立
堂
社
」
に
見
え
る
二
十
一
社
　
〔
-
鎮
守

八
幡
(
岩
手
胆
決
・
吾
妻
鏡
廿
一
日
条
に
見
え
る
)
2
達
谷
窟
毘
沙
門
堂
(
岩

手
西
磐
井
・
吾
妻
鏡
廿
八
日
条
に
見
え
る
)
　
З
斗
蔵
観
音
　
(
宮
城
伊
具
)
　
4

白
山
社
　
(
岩
手
江
刺
)
　
5
悪
玉
観
音
　
(
宮
城
仙
台
)
　
6
松
島
五
大
堂
　
(
宮
城

宮
城
)
　
7
富
山
観
音
(
宮
城
宮
城
)
　
8
塩
竃
社
　
(
宮
城
加
美
)
　
9
箆
岳
観
音

(
宮
城
遠
田
)
　
1
 
0
和
淵
神
社
(
宮
城
桃
生
)
　
1
 
1
牧
山
観
音
(
宮
城
石
巻
)
　
1
 
2

大
武
観
音
(
宮
城
登
米
)
　
1
 
3
八
幡
宮
　
(
宮
城
栗
原
)
　
1
 
4
清
水
観
音
　
(
宮
城
栗

原
)
　
1
 
5
小
迫
観
音
(
宮
城
栗
原
)
　
1
 
6
長
谷
観
音
(
宮
城
登
米
)
　
1
 
7
鱒
淵
観
音

(
宮
城
登
米
)
　
1
 
8
矢
作
観
音
　
(
岩
手
気
仙
)
　
1
 
9
小
友
観
音
　
(
岩
手
気
仙
)
　
2
0

猪
川
観
音
　
(
岩
手
気
仙
)
　
2
 
1
五
葉
山
神
社
　
(
岩
手
気
仙
)
〕
　
と
、
そ
こ
に
引

(4)
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か
れ
て
い
る
　
『
封
内
名
跡
志
』
　
(
「
按
る
に
、
田
村
麻
呂
の
観
音
に
於
る
所
間

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

を
建
て
ず
と
い
ふ
事
な
し
。
是
を
名
附
る
に
多
-
長
谷
を
以
す
。
田
村
麻
呂

の
信
じ
た
る
所
は
蓋
し
山
城
清
水
寺
の
観
音
也
。
後
人
田
村
麻
呂
の
信
ず
る

所
の
事
実
を
弁
せ
ず
、
妄
に
田
村
の
建
と
い
へ
-
、
尤
も
疑
ふ
べ
し
」
)
　
で

あ
る
　
(
傍
点
は
大
橋
)
。

こ
れ
ら
の
資
料
は
'
鎌
倉
末
期
に
す
で
に
東
北
地
方
に
お
伽
草
子
的
な
悪

路
王
・
赤
頭
と
い
う
賊
を
退
治
す
る
話
が
鞍
馬
寺
の
毘
沙
門
天
と
結
び
つ
い

た
形
で
語
ら
れ
て
い
た
所
(
達
谷
窟
・
西
光
寺
)
　
が
あ
っ
た
こ
と
へ
又
、
十

八
世
紀
の
中
頃
に
は
田
村
麿
建
立
の
観
音
が
多
-
あ
り
、
そ
れ
ら
の
観
音
の

う
ち
長
谷
観
音
と
称
す
る
も
の
が
そ
の
中
で
も
多
か
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る

の
で
あ
る
。

そ
れ
に
し
て
も
こ
の
二
つ
の
文
献
の
間
に
は
あ
ま
り
に
大
き
な
年
月
の
隔

た
-
が
あ
り
へ
　
そ
れ
を
埋
め
る
第
三
の
資
料
が
欲
し
い
の
で
あ
る
。
た
ま
た

ま
過
日
へ
　
こ
の
二
つ
の
資
料
の
空
間
を
塊
め
る
に
足
る
口
頭
伝
承
の
資
料
に

め
ぐ
り
会
い
　
『
芸
文
東
海
』
　
l
四
号
　
(
1
九
八
九
年
)
　
に
報
告
し
た
が
へ
　
こ

の
華
足
寺
　
(
鱒
淵
観
音
)
　
所
蔵
の
　
『
風
土
記
』
　
に
記
載
さ
れ
て
い
た
武
州
中

野
の
宝
仙
寺
の
僧
の
手
紙
(
一
六
四
〇
年
)
　
を
「
第
三
の
資
料
」
と
し
て
は

さ
ん
で
'
東
北
に
於
け
る
　
『
験
記
』
　
の
軍
馬
説
話
及
び
長
谷
信
仰
に
つ
い
て

話
を
進
め
た
い
。

②
東
北
に
於
け
る
　
『
験
記
』
　
型
田
村
麿
伝
説

長
谷
寺
は
全
国
に
百
寺
以
上
が
数
え
ら
れ
、
そ
の
中
で
も
東
北
地
方
は
特

に
長
谷
寺
の
多
い
地
方
と
言
わ
れ
て
い
る
(
七
)
。
現
在
の
数
多
い
長
谷
寺
の

う
ち
に
　
『
験
記
』
　
の
三
ノ
ハ
ザ
マ
の
新
長
谷
寺
が
あ
る
か
も
知
れ
な
い
'
そ

ん
な
軽
い
気
持
ち
で
東
北
の
寺
々
を
調
べ
て
い
る
う
ち
に
'
東
北
に
於
け
る

『
験
記
』
説
話
の
一
つ
に
巡
-
合
う
こ
と
に
な
っ
た
。
一
六
二
l
年
へ
宮
城

県
登
米
郡
鱒
淵
相
の
竹
峰
山
華
足
寺
に
泊
っ
て
い
た
僧
が
里
の
年
寄
り
二
人

か
ら
聞
い
た
伝
説
で
あ
る
。
こ
の
僧
が
1
六
四
〇
年
に
鱒
淵
村
の
村
役
宛
に

送
っ
た
手
紙
に
こ
の
伝
説
を
し
た
、
め
、
そ
れ
が
村
の
　
『
風
土
記
』
　
に
記
載

さ
れ
て
華
足
寺
に
残
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
詳
細
は
　
『
芸
文
東
海
』
　
十
四
号

の
翻
刻
を
見
て
も
ら
う
こ
と
と
し
へ
必
要
な
部
分
だ
け
述
べ
れ
ば
、
時
代
の

波
を
か
ぶ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
、
御
伽
草
子
ぼ
り
の
「
鈴
鹿
御
前
の
手
引
き
に

よ
り
へ
鬼
神
〟
大
た
け
″
を
退
治
す
る
話
」
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
が
'

大
筋
は
　
『
験
記
』
　
そ
の
ま
ゝ
で
あ
り
へ
相
違
点
と
い
え
ば
'
馬
を
田
村
麿
に

渡
す
長
谷
寺
清
浄
坊
の
上
人
が
「
-
も
ゐ
の
坊
」
と
な
っ
て
い
る
他
、
戦
い

終
り
馬
の
死
ん
だ
場
所
　
(
馬
を
埋
め
た
場
所
)
　
が
三
ノ
ハ
ザ
マ
の
新
長
谷
寺

で
な
-
て
　
「
華
足
寺
」
、
墓
が
光
を
放
つ
の
を
不
思
議
に
思
い
掘
っ
て
み
る

と
十
l
面
観
音
で
は
な
-
「
金
色
の
馬
頭
観
音
」
　
で
あ
っ
た
と
い
う
程
度
で

あ
る
。こ
の
手
紙
に
は
　
『
験
記
』
　
に
「
同
時
に
六
ヶ
所
の
長
谷
寺
を
建
立
」
し
た

と
あ
る
部
分
に
あ
た
る
寺
の
名
前
が
記
さ
れ
て
居
-
へ
　
こ
の
手
紙
を
手
が
か

り
に
　
『
華
足
寺
縁
起
』
　
(
元
禄
十
五
年
。
こ
の
手
紙
が
も
と
に
な
っ
て
出
来

た
縁
起
か
。
)
、
近
隣
の
金
成
町
中
迫
、
楽
峰
山
勝
大
寺
の
　
『
正
大
寺
縁
起
』

(
承
応
三
年
)
　
等
を
比
べ
、
十
七
世
紀
頃
の
東
北
地
方
で
、
「
三
ノ
ハ
ザ
マ

の
新
長
谷
寺
及
び
同
時
に
田
村
麿
の
建
立
し
た
六
ケ
寺
」
と
思
わ
れ
て
い
た

寺
の
輪
郭
が
ほ
ぼ
判
明
し
た
。
三
つ
の
説
話
及
び
そ
の
寺
名
に
は
多
少
ず
れ

も
あ
る
が
'
整
理
す
れ
ば
Ⅱ
表
の
如
-
で
あ
る
。
表
中
に
丸
囲
み
で
入
れ
た

文
字
は
、
伝
説
で
観
音
の
建
て
ら
れ
た
所
に
埋
め
て
あ
る
と
す
る
賊
の
死
体

部
所
で
あ
る
。

5)
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栗 南 竹 迫 登 牡 遠 二華
原 部 峰 金 来 鹿 田 萱蓋

こニ起

竹 山 成 合 牧 箆
林 蓮 邪. 山 峰

悪 霊 語 法 姦 淫 . 琵 ② 二正
六大

観 華 長 牧 = #
瑠音 閏 足 谷 山

千 馬 十 十 聖 十 1 十 種観
手 頭 別昔.

面 面 画 面. の

島宮富 不 不 和宮竹 成宮楽 田宮遮 牧宮両 谷宮無 方宮大 現
町城春 明 明 町城峰 町城峰 町城郡 山城峰 町城夷 町城藤 寺

負富県山 米県山 小県山 浅県山 人県山 箆県山 大県山
山富大 川登華 迫栗勝 水登長 石梅 速算 蘇登興 住

所宗等 叢書 宗妻 叢書 苦誓巽措 議等
桜 東 金 中 湊 . 岡涌 南

こ
の
表
に
つ
い
て
少
々
説
明
を
加
え
て
み
る
。

⑦
『
華
足
寺
縁
起
』
に
は
大
嶽
観
音
の
代
-
に
栗
原
竹
林
(
所
在
不
明
)
が
'

『
正
大
寺
縁
起
』
　
に
は
大
嶽
観
音
の
代
-
に
富
山
観
音
が
掲
げ
ら
れ
'
南
部

l
蓮
寺
は
三
書
に
共
通
し
て
い
た
が
現
在
の
所
在
を
確
認
す
る
こ
と
が
出
来

な
か
っ
た
。

⑦
丸
囲
み
の
死
体
埋
葬
地
に
つ
い
て
は
へ
　
現
代
へ
奥
州
三
観
音
と
呼
ば
れ

る
富
山
・
牧
山
・
箆
岳
に
賊
の
そ
れ
ぞ
れ
首
・
胴
・
肢
体
を
埋
め
た
と
い
う

伝
説
も
あ
り
(
A
)
,
ま
た
へ
奥
浄
瑠
璃
『
田
村
三
代
記
』
(
『
仙
台
叢
書
』
所
収
)

に
は
箆
岳
に
首
、
牧
山
に
胴
へ
　
富
山
に
足
へ
　
大
嶽
に
手
を
埋
め
た
と
す
る
江

戸
時
代
の
伝
説
の
T
つ
も
残
っ
て
い
る
。

⑳
箆
岳
観
音
は
箆
岳
の
神
楽
岡
に
あ
-
'
『
義
経
記
』
へ
　
『
元
亨
釈
書
』
　
延
鎮

伝
等
に
見
え
る
ア
ク
ジ
の
高
丸
・
赤
頭
を
伐
ち
取
っ
た
場
所
が
神
楽
岡
と
さ

れ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
見
る
と
、
こ
れ
ら
の
説
話
に
は
箆
岳
観
音
の
伝
説
が

入
っ
て
い
る
ら
し
い
。

㊤
現
在
の
所
在
を
掴
め
な
か
っ
た
南
部
一
蓮
と
栗
原
竹
林
は
知
ら
ず
へ
　
こ

の
二
寺
を
除
-
全
て
の
寺
の
境
内
に
白
山
神
社
が
あ
っ
た
。

㊥
表
中
に
長
谷
寺
が
「
水
越
の
は
せ
」
一
寺
で
あ
る
こ
と
へ
　
ま
た
へ
　
本
尊

が
必
ず
し
も
十
一
面
観
音
で
は
な
い
も
の
も
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
へ
寺
の

寿
命
が
関
係
し
て
い
る
ら
し
い
。
あ
る
寺
が
衰
え
る
と
、
近
所
に
出
来
た
新

し
い
寺
が
伝
説
だ
け
受
け
継
ぐ
こ
と
も
あ
っ
た
ら
し
い
し
、
同
じ
寺
で
あ
っ

て
も
宗
派
や
寺
名
を
変
更
す
る
こ
と
は
珍
し
-
な
か
っ
た
と
言
う
。
本
尊
も

火
災
な
ど
に
会
っ
て
焼
失
す
る
と
前
と
同
じ
も
の
が
建
立
さ
れ
る
と
は
限
ら

な
か
っ
た
(
九
)
。

⑫
田
村
麿
建
立
伝
説
を
持
つ
寺
の
多
-
が
そ
の
年
代
を
大
同
二
年
と
し
、

(6)
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延
暦
年
間
と
す
る
も
の
も
あ
る
。
こ
れ
は
田
村
麿
の
征
夷
大
将
軍
と
し
て
の

業
績
や
京
都
清
水
寺
建
立
の
年
代
を
に
ら
ん
で
の
伝
説
で
あ
ろ
う
。
又
へ
　
田

村
麿
の
建
立
と
言
い
な
が
ら
寺
の
草
創
を
そ
れ
以
前
と
す
る
寺
も
少
-
な

f

 

O

I
V四

　
長
谷
寺
信
仰
と
田
村
麿
の
軍
馬
説
話

『
験
記
』
に
於
け
る
「
田
村
麿
の
軍
馬
説
話
」
を
見
る
時
へ
　
二
つ
の
点
を

述
べ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
よ
う
に
思
う
。
T
つ
は
田
村
麿
の
軍
馬
説
話
の
生

成
で
あ
り
、
次
は
長
谷
寺
霊
験
葦
へ
の
生
長
で
あ
る
。

①
田
村
麿
の
軍
馬
説
話
の
生
成

田
村
麿
の
東
夷
征
伐
が
行
わ
れ
た
延
暦
年
間
以
来
、
東
北
地
方
に
は
あ
り

と
あ
ら
ゆ
る
田
村
麿
伝
説
が
出
来
上
っ
て
い
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
石
の

あ
る
所
に
は
「
田
村
麿
の
腰
か
け
石
」
　
の
伝
説
が
'
杉
の
木
の
あ
る
所
に
は

「
田
村
麿
が
鞭
を
表
面
に
究
き
指
し
た
も
の
が
杉
の
木
に
生
長
」
し
た
と
い

う
具
合
い
に
。

田
村
麿
の
軍
馬
の
伝
説
は
、
南
部
馬
を
産
し
た
青
森
県
八
戸
な
ど
各
地
に

生
じ
た
が
栗
駒
森
の
辺
り
に
も
生
じ
た
。
私
が
三
ノ
ハ
ザ
マ
の
新
長
谷
寺
に

比
定
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
清
水
寺
(
田
村
麿
の
霊
夢
に
よ

り
観
音
勧
請
と
の
伝
説
を
持
つ
。
宮
城
県
栗
原
郡
栗
駒
町
岩
ケ
崎
)
　
の
あ
る

三
ノ
ハ
ザ
マ
岩
ケ
崎
も
馬
の
市
の
立
つ
所
で
あ
っ
た
(
一
〇
)
。
こ
の
地
方
が
名

馬
の
産
地
で
あ
る
こ
と
は
中
世
に
は
自
他
共
に
認
め
る
と
こ
ろ
と
な
っ
て
い

た
ら
し
-
、
十
二
世
紀
の
　
『
平
家
物
語
』
　
に
春
永
二
年
五
月
十
二
日
秀
衡
が

木
曽
殿
へ
龍
馬
二
匹
を
奉
-
「
白
山
ノ
社
へ
神
馬
二
立
ラ
ル
」
と
あ
っ
た
-
'

十
五
世
紀
の
　
『
源
平
盛
衰
記
』
巻
汁
六
に
「
義
経
が
乗
タ
ル
大
鹿
毛
ハ
陸
奥

囲
ニ
テ
名
ヲ
得
タ
ル
気
高
逸
物
也
」
等
と
あ
っ
た
り
す
る
。
こ
の
名
馬
の
産

地
の
馬
の
伝
説
に
の
っ
て
出
来
上
っ
た
も
の
が
、
田
村
麿
の
軍
馬
説
話
で

あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

②
長
谷
寺
霊
験
講
へ
の
生
長

東
北
に
於
け
る
田
村
麿
建
立
社
寺
は
実
際
に
田
村
麿
が
建
立
し
た
と
い
う

よ
り
、
す
で
に
存
在
し
た
社
寺
が
田
村
麿
伝
説
を
取
-
込
ん
だ
と
い
う
形
態

の
感
じ
ら
れ
る
も
の
が
多
い
こ
と
を
述
べ
た
。
弘
法
大
師
伝
説
圏
に
あ
る
事

物
が
全
て
弘
法
大
師
と
か
ゝ
わ
-
を
持
っ
た
り
'
武
田
信
玄
伝
説
圏
に
あ
っ

て
は
'
事
物
の
み
な
ら
ず
、
正
月
の
門
松
の
行
事
な
ど
も
信
玄
の
上
京
に
結

び
つ
け
る
と
い
う
の
が
'
伝
説
の
あ
-
方
で
あ
る
。
東
北
の
田
村
麿
伝
説
圏

に
あ
っ
て
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
社
寺
が
田
村
麿
伝
説
を
縁
起
・
そ
の
他
に
取
-

込
ん
で
い
っ
て
も
不
思
議
は
な
い
。

し
か
し
、
こ
こ
で
さ
ま
ざ
ま
な
社
寺
の
う
ち
で
'
何
故
か
田
村
麿
伝
説
を

持
つ
も
の
に
長
谷
寺
と
名
付
け
ら
れ
た
も
の
が
多
い
と
い
う
の
は
　
『
験
記
』

説
話
と
の
関
係
で
注
目
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
へ
　
さ
さ
や
か
な
試
論
に

す
ぎ
な
い
が
'
私
見
を
書
き
留
め
た
い
と
思
う
。
そ
れ
は
表
Ⅲ
の
説
明
で
触

れ
た
白
山
信
仰
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
。
十
六
・
七
世
紀
の
伝
説
を
基
盤
と

し
て
の
話
で
あ
-
、
東
北
地
方
に
於
け
る
巾
広
い
白
山
信
仰
の
広
が
-
を
考

え
る
と
、
暴
言
の
語
り
を
免
れ
な
い
か
と
も
思
う
が
、
現
存
す
る
寺
社
の
確

か
な
歴
史
が
辿
ら
れ
る
の
は
有
名
寺
社
と
い
え
ど
も
伊
達
家
の
支
配
下
に

入
っ
て
か
ら
と
い
う
も
の
が
多
-
、
ま
し
て
や
白
山
信
仰
の
東
北
で
の
全
体

像
が
浮
き
掘
り
に
さ
れ
る
日
は
こ
れ
か
ら
の
研
究
の
成
果
に
待
た
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
こ
う
し
た
状
況
の
中
で
小
さ
な
1
石
の
波
紋
と
な
る
こ
と
を

(7)
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願
っ
て
書
き
止
め
る
。

表
Ⅱ
の
「
長
谷
寺
験
記
型
田
村
麿
軍
馬
伝
説
」
を
持
つ
寺
々
全
て
に
白
山

神
社
の
あ
っ
た
こ
と
は
表
の
説
明
の
中
で
既
に
述
べ
た
が
'
『
験
記
』
　
の
中

に
も
上
巻
第
十
一
話
の
付
と
し
て
注
目
す
べ
き
白
山
信
仰
の
説
話
が
あ
る
。

『
長
谷
寺
験
記
』
　
は
上
・
下
の
二
巻
か
ら
成
-
、
上
巻
は
寺
に
伝
わ
る
資

料
か
ら
'
下
巻
は
在
野
の
伝
説
等
か
ら
説
話
を
拾
っ
て
作
ら
れ
た
こ
と
が
序

に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
『
験
記
』
上
・
下
巻
の
説
話
の
質
の
や
ゝ

異
っ
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
、
下
巻
第
五
話
の
　
「
田
村

麿
の
軍
馬
説
話
」
　
の
よ
う
な
下
巻
に
あ
る
も
の
は
、
多
分
地
方
　
(
こ
こ
で
は

東
北
)
　
の
伝
説
を
単
純
に
布
教
活
動
の
中
で
吸
収
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る

が
'
上
巻
に
あ
る
説
話
は
長
谷
寺
の
歴
史
の
中
で
重
要
な
意
味
を
持
ち
へ
又
、

そ
う
し
た
意
図
を
持
っ
て
　
『
験
記
』
　
に
取
-
上
げ
ら
れ
'
並
べ
ら
れ
た
で
あ

ろ
う
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

上
巻
第
十
一
話
「
天
神
成
神
後
居
住
首
寺
被
抜
悪
心
業
事
付
白
山
御
影
向

事
」
に
述
べ
ら
れ
る
白
山
説
話
を
概
述
す
れ
ば
「
天
禄
二
年
(
九
七
二
年
)
へ

長
谷
寺
勝
永
房
の
阿
閣
梨
行
園
が
白
山
で
念
諭
の
折
、
や
は
り
白
山
詣
で
に

来
て
同
所
に
寵
っ
て
い
た
下
主
男
に
白
山
の
神
が
葱
き
、
長
谷
へ
所
を
構
え

て
引
い
て
欲
し
い
旨
へ
行
園
に
頼
む
の
で
あ
る
。
そ
の
白
山
の
願
い
を
聞
き
へ

行
園
は
白
山
の
神
霊
で
あ
る
鏡
を
袖
に
迎
え
、
長
谷
寺
境
内
に
白
山
を
把
る

こ
と
に
な
る
」
と
す
る
説
話
で
あ
る
。

こ
の
話
は
北
野
天
神
が
神
と
な
っ
た
後
に
も
、
苦
を
戒
う
た
め
に
長
谷
観

音
に
帰
依
L
へ
　
長
谷
境
内
に
天
神
の
居
所
を
構
え
紀
っ
て
も
ら
う
こ
と
に
な

る
話
の
後
に
、
「
付
」
と
し
て
入
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
話
が
　
『
験
記
』
　
の

中
へ
入
っ
て
-
る
と
い
う
こ
と
は
、
あ
る
時
代
に
、
天
神
信
仰
・
白
山
信
仰

が
長
谷
観
音
信
仰
の
中
に
組
み
込
ま
れ
た
、
少
-
と
も
、
長
谷
寺
側
と
し
て

は
そ
う
と
っ
て
も
い
い
と
考
え
ら
れ
る
状
況
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思

わ
れ
る
の
で
あ
る
。

そ
し
て
そ
の
時
期
は
、
白
山
信
仰
の
場
合
に
於
て
は
　
「
付
」
と
し
て
付
け

加
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
'
上
巻
十
九
話
・
下
巻
柵
三
話
の
目
次

構
成
が
出
来
上
っ
て
か
ら
の
『
験
記
』
編
纂
の
仕
事
が
後
半
に
入
っ
た
頃
だ
っ

た
の
で
は
な
い
か
と
想
像
を
し
て
も
見
た
の
で
あ
る
。
『
験
記
』
　
上
巻
十
一

話
「
付
」
　
の
本
文
冒
頭
の
天
禄
二
年
と
い
う
説
話
の
年
時
設
定
は
'
白
山
信

仰
を
「
仏
教
の
中
に
組
み
込
む
説
話
」
で
要
の
人
物
と
な
っ
て
い
る
泰
澄
(
六

八
一
年
～
七
六
七
年
)
　
に
関
す
る
説
話
、
『
泰
澄
和
尚
伝
記
』
　
の
成
立
が
天

徳
二
年
　
(
九
五
六
年
)
　
或
い
は
元
年
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
視
野
に
入
れ
て

の
こ
と
か
と
も
考
え
た
が
、
こ
ち
ら
も
ま
だ
謎
に
包
ま
れ
て
い
る
よ
う
で
は

あ
る
(
三
。

最
後
に
東
北
に
於
け
る
行
事
の
中
に
も
白
山
と
観
音
の
関
係
を
考
え
る
上

で
鍵
の
l
　
つ
と
な
る
も
の
は
残
っ
て
居
り
'
月
光
善
弘
氏
は
東
北
地
方
の
白

山
信
仰
が
十
l
面
観
音
と
深
い
関
係
を
持
っ
て
い
る
こ
と
を
述
べ
ら
れ
(
I
l
l
)
'

国
分
寺
年
中
行
事
手
引
に
「
尼
寺
の
観
音
は
白
山
権
現
の
奥
の
院
な
る
故
に

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

白
山
宮
よ
り
尼
寺
ま
で
廻
廊
有
之
」
と
あ
-
'
白
山
宮
前
で
観
音
経
を
読
諭

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

し
た
後
へ
廻
廓
を
通
っ
て
尼
寺
の
観
音
に
参
詣
す
る
の
が
一
山
古
来
よ
り
の

規
式
で
あ
っ
た
旨
が
書
か
れ
て
い
る
　
(
傍
点
は
大
橋
)
。
私
が
今
度
の
調
査

の
中
で
実
際
に
聞
い
た
話
の
中
に
も
へ
　
例
え
ば
華
足
寺
の
千
田
住
職
は
「
華

足
寺
は
馬
頭
観
音
で
有
名
な
お
寺
で
あ
る
が
'
白
山
権
現
の
方
が
先
に
配
ら

れ
て
い
る
の
で
'
観
音
を
祭
る
時
に
は
先
に
白
山
神
社
の
お
祭
を
し
て
か
ら

始
め
な
い
と
崇
り
が
あ
る
と
代
々
言
わ
れ
て
い
る
」
と
語
ら
れ
、
又
へ
表
Ⅱ

(8)
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の
十
七
世
紀
頃
の
七
寺
中
、
た
だ
一
つ
　
「
長
谷
寺
」
　
の
名
を
書
き
留
め
ら
れ

て
い
る
遮
郡
山
長
谷
寺
も
、
ま
ず
神
護
景
雲
二
年
(
七
六
八
年
)
釈
道
上
人

に
よ
っ
て
加
賀
の
白
山
権
現
を
観
請
し
、
遭
那
山
法
誓
寺
を
建
立
、
次
に
延

暦
二
十
年
田
村
麿
蝦
夷
征
伐
に
長
谷
寺
祈
願
に
よ
り
平
定
出
来
た
こ
と
か

ら
、
延
暦
二
十
二
年
大
和
初
瀬
の
初
瀬
山
長
谷
寺
を
勧
請
し
、
大
同
二
年
長

谷
寺
観
音
院
を
建
立
し
た
と
の
縁
起
を
持
っ
て
い
る
。
こ
の
寺
が
観
音
化
身

の
軍
馬
伝
説
を
持
っ
て
い
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
又
へ
　
古
い
歴
史
を

請
-
、
現
在
も
箆
岳
に
多
-
の
僧
坊
を
持
ち
威
容
を
見
せ
て
い
る
箆
峰
寺
の

『
7
山
記
録
帳
』
の
縁
起
書
に
は
'
「
光
仁
天
皇
の
勅
願
で
宝
亀
元
年
の
草
創
へ

白
山
富
を
勧
請
し
、
坂
上
田
村
麿
東
夷
討
伐
の
の
ち
十
一
面
観
音
を
建
立
し

て
霧
岳
山
正
福
寺
と
号
し
た
が
、
嘉
祥
年
中
慈
覚
大
師
円
仁
が
中
興
し
て
無

夷
山
箆
峯
寺
尊
常
住
院
と
改
め
へ
弟
子
尊
常
を
し
て
住
院
せ
し
め
た
」
と
あ

り
へ
い
ず
れ
も
白
山
勧
請
の
後
に
観
音
を
勧
請
し
た
と
の
伝
を
見
せ
て
い
る
。

尚
へ
時
代
は
新
し
い
が
前
述
の
佐
藤
信
要
『
封
内
名
蹟
志
』
(
l
七
四
l
年
)

に
'
箆
峯
寺
の
白
山
社
に
つ
い
て
へ
「
堂
(
観
音
堂
を
指
す
)
の
南
東
に
あ
り
へ

光
仁
帝
宝
亀
元
年
の
建
立
に
し
て
1
山
の
鎮
守
な
り
、
九
月
二
十
七
日
を
以

て
例
祭
と
す
、
毎
年
神
事
を
行
う
、
郷
人
此
地
の
由
来
を
し
ら
ず
観
音
堂
を

以
て
本
社
と
し
へ
白
山
社
を
属
社
と
し
て
祭
る
、
此
類
猶
多
L
へ
所
謂
宮
城

の
国
分
薬
師
、
牡
鹿
の
牧
山
観
音
、
栗
原
の
中
退
観
音
等
の
ご
と
き
白
山
の

社
あ
り
へ
　
皆
本
社
の
義
を
失
っ
て
仏
閣
を
以
て
地
主
と
し
て
祭
紀
を
な
す
へ

郷
人
其
本
末
を
弁
じ
祭
紀
を
行
い
な
ば
へ
　
神
徳
顕
然
と
し
て
い
ち
じ
る
し
か

る
べ
き
も
の
か
」
と
、
に
が
に
が
し
い
思
い
を
述
べ
て
い
る
。
こ
れ
ら
も
'

東
北
地
方
に
於
て
'
白
山
信
仰
の
上
に
観
音
信
仰
が
乗
っ
て
拡
ま
っ
た
こ
と

の
痕
跡
と
言
え
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

終
わ
-
に
-
結
論
と
し
て
I

偏
見
に
満
ち
た
試
論
に
過
ぎ
な
い
が
、
結
論
と
し
て
次
の
こ
と
が
言
え
る

の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

田
村
麿
東
夷
征
伐
に
関
す
る
説
話
圏
は
東
北
地
方
で
あ
-
'
「
田
村
麿
軍

馬
説
話
」
も
東
北
地
方
の
名
馬
を
産
す
る
地
方
の
伝
説
を
母
体
に
し
て
生
ま

れ
た
。
十
二
世
紀
頃
ま
で
に
東
北
地
方
へ
も
長
谷
寺
信
仰
は
広
ま
っ
て
い
っ

た
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
の
時
「
田
村
麿
軍
馬
説
話
」
が
長
谷
寺
霊
験
諸

に
と
-
込
ま
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
長
谷
寺
の
十
1
両
観
音
信
仰

は
す
で
に
あ
っ
た
何
ら
か
の
信
仰
基
盤
の
上
に
乗
っ
た
と
考
え
る
と
都
合
の

良
い
ほ
ど
の
ス
ム
ー
ス
な
展
開
を
見
せ
へ
　
十
二
世
紀
後
半
『
験
記
』
　
編
纂
に

際
し
て
新
長
谷
寺
の
話
を
収
録
す
る
段
に
は
'
他
六
ケ
寺
に
筆
を
伸
ば
さ
ね

ば
な
ら
な
い
程
の
有
力
な
長
谷
寺
が
多
数
出
現
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
う

し
た
長
谷
寺
信
仰
の
東
北
地
方
浸
透
に
　
『
白
山
の
記
』
　
(
一
一
六
三
年
、
『
史

籍
集
覧
』
他
所
収
)
の
冒
頭
に
語
ら
れ
る
「
白
山
大
明
神
が
正
一
位
白
山
妙

理
大
菩
薩
で
あ
り
、
そ
の
本
地
が
十
一
両
観
自
在
菩
薩
で
あ
る
」
と
す
る
白

山
信
仰
が
か
か
わ
っ
て
い
る
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
長
谷
寺
霊
験
講
の
中
に
-
-
こ
ま
れ
た
「
田
村
麿
軍
馬
伝
説
」

で
は
あ
っ
た
が
、
中
世
小
説
の
素
材
の
一
端
と
し
て
畿
内
へ
入
っ
た
時
へ
　
田

村
麿
と
清
水
寺
の
関
係
を
切
り
-
ず
す
程
の
力
は
な
-
'
長
谷
寺
に
関
し
て

は
'
表
I
※
印
-
・
2
の
如
-
'
「
田
村
郷
は
つ
せ
」
と
か
す
か
な
痕
跡
を

留
め
る
程
度
に
終
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
中
世
小
説
の
洗
礼
を
受
け
て
後
、

東
北
へ
逆
輸
入
さ
れ
た
形
の
　
『
田
村
三
代
記
』
　
な
ど
が
す
っ
か
り
「
清
水
寺

霊
験
講
」
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
の
は
言
う
ま
で
も
な
い
こ
と
で
あ
っ
た
。

9)
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永
井
義
憲
「
勧
進
聖
と
説
話
集
」
　
(
『
国
語
国
文
』
　
s
2
 
8
ノ
1
 
1
)
　
他

高
橋
崇
『
坂
上
田
村
麿
』
　
吉
川
弘
文
館
　
(
"
3
)
　
・
板
橋
源
「
坂
上
大
福

注

禰
田
村
麻
呂
考
」
　
(
『
岩
手
大
学
学
芸
学
部
研
究
年
報
』
第
一
〇
巻
一
九
五
六
年
)

等
参
照

(
≡
)
　
大
塚
徳
郎
「
坂
上
田
村
麿
伝
説
」
　
(
『
古
代
文
化
』
第
二
巻
ノ
六
)
へ
山
本
吉

左
右
『
日
本
架
空
伝
承
人
名
辞
典
』
　
坂
上
田
村
麿
の
項
　
(
-
九
八
六
年
)
　
等
参

召
‥

П
=
ロ
‥
(
四
)
　
『
吾
妻
鏡
』
　
『
神
道
集
　
(
諏
訪
明
神
秋
祭
ノ
事
)
』
　
『
神
明
鏡
』
等
は
　
『
鞍
馬

寺
』
　
の
毘
沙
門
へ
　
『
験
記
』
　
に
も
「
田
村
モ
批
沙
門
ノ
化
身
」
と
あ
る
。

五
)
　
大
西
源
-
「
鈴
鹿
の
山
賊
と
田
村
将
軍
鬼
退
治
の
伝
説
」
　
(
『
芸
文
』
　
H
S
2
)

l
ハ
)
　
「
坂
上
田
村
麿
伝
説
」
歴
史
研
究
室
(
『
青
森
県
師
範
学
校
校
友
会
郷
土
号
』

国際関係学部紀要

s
8
)
　
武
藤
銭
城
「
田
村
麿
博
説
集
覧
」
　
(
『
端
末
』
　
s
1
 
6
春
季
号
)

(
七
)
　
石
田
茂
作
「
長
谷
寺
の
沿
革
と
其
の
文
化
財
」
　
(
『
大
和
文
化
研
究
』
第
五

巻
第
二
号
)
　
の
杉
岡
美
佐
子
作
製
「
全
国
長
谷
寺
地
名
表
」
　
で
は
百
五
ヶ
所
。

高
橋
富
雄
「
大
和
長
谷
寺
と
東
北
長
谷
寺
-
長
谷
寺
信
仰
の
心
を
さ
ぐ
る
～
」
(
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
「
家
庭
と
電
気
」
一
九
八
三
年
一
〇
月
号
)
　
で
は
東
北
地
方
だ
け

で
三
十
八
寺
。

大
塚
徳
郎
「
田
村
麿
伝
説
」
　
(
『
古
代
文
化
』
第
二
巻
第
六
号
s
3
 
3
年
)

例
え
ば
'
林
観
音
　
(
宮
城
県
岩
沼
市
押
分
・
白
山
姫
神
社
境
内
に
あ
-
)

は
朝
日
山
党
天
寺
と
い
い
元
禄
年
間
千
手
観
音
を
安
置
し
た
が
焼
失
廃
寺
と
な

り
へ
　
現
在
は
宝
暦
二
年
建
立
の
正
観
音
で
あ
る
。
元
禄
以
前
の
寺
の
様
子
は
不

明
で
あ
る
。
伝
説
と
し
て
'
大
同
二
年
田
村
将
軍
の
蟹
退
治
伝
説
を
持
つ
。
『
岩

沼
の
民
話
』
・
『
岩
波
市
史
』
　
よ
り
。

(
十
)
　
県
別
シ
リ
ー
ズ
　
『
郷
土
資
料
事
典
』
観
光
と
旅
　
(
宮
城
県
)
　
^
3
年
刊

(
十
二
　
下
出
積
輿
編
『
白
山
信
仰
』
　
O
S
)
　
所
収
の
下
出
氏
他
浅
香
年
木
氏
等
の

諸
論
文

(
十
二
)
　
月
光
善
弘
「
東
北
に
お
け
る
白
山
信
仰
に
つ
い
て
」
　
(
『
宗
教
研
究
』
　
三
七

ノ
二
s
討
)


